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高原水車友の会 

高松市六条町 

高原水車場 

髙
原
水
車
友
の
会
通
信 

（
第
３
号
） 

今
年
は
猛
暑
と
台
風
、
そ
し
て
火
山
の
噴
火

と
、
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
た
年
に
な
り

ま
し
た
。
自
然
の
営
み
と
共
に
歩
ん
で
き
た

古
い
水
車
の
保
存
活
動
は
、
４
月
１
２
日
の

友
の
会
発
足
以
来
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
８
月
以
降
の
動
き
を
ご
紹

介
し
ま
す
。 

◆
友
の
会
活
動
報
告 

親
子
体
験
学
習
「
讃
岐
の
水
車
小
屋
を
訪
ね
る
」

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
催 

 

８
月
３
日
（
日
）
は
、
雨
模
様
で
し
た
が
、
瀬

戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
公
募
で
髙
原
水
車
見
学

に
参
加
さ
れ
た
若
い
親
子
ず
れ
の
方
々
で
に
ぎ
や

か
な
空
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
午
前
１
０
組
、
午

後
１
０
組
の
予
定
で
し
た
。 

  

   

  

前
日
か
ら
予
行
練
習
を
し
て
お
い
た
の
で
す
が
、

そ
の
日
は
朝
か
ら
友
の
会
メ
ン
バ
ー
が
、
水
車
場
の

ま
わ
り
に
幟
を
立
て
、
駐
車
場
か
ら
安
全
に
来
て
い

た
だ
く
た
め
に
誘
導
係
が
立
ち
、
ぬ
か
る
ん
だ
庭
に

は
莚
を
敷
い
て
歩
き
や
す
く
し
ま
し
た
。 

 

ま
ず
最
初
に
、
歴
史
民
俗
資
料
館
館
長
の
ご
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
友
の
会
企
画
委
員
の

佐
藤
さ
ん
が
、
お
米
や
小
麦
の
実
物
、
精
米
、
製
粉

の
過
程
が
わ
か
る
よ
う
に
白
米
や
小
麦
粉
、
米
ぬ
か

や
フ
ス
マ
を
こ
ど
も
た
ち
の
手
元
に
回
し
て
見
せ

ま
し
た
。 

次
に
水
車
場
の
製
麺
機
で
う
ど
ん
作
り
を
体
験

し
た
こ
ど
も
た
ち
は
、
粉
に
直
に
触
っ
て
み
た
り
、

塩
水
で
捏
ね
て
柔
ら
か
さ
を
手
で
感
じ
た
り
し
て
、

興
味
し
ん
し
ん
で
し
た
。
ロ
ー
ラ
ー
で
圧
延
さ
れ
た

麺
帯
が
出
て
来
る
と
、
そ
っ
と
麺
棒
に
巻
き
付
け
る

作
業
も
代
わ
る
代
わ
る
体
験
し
、
ま
た
水
車
の
代
わ

り
に
人
力
で
車
を
回
し
て
み
ま
し
た
。
ま
わ
り
で
大

人
達
が
心
配
そ
う
で
し
た
が
、
無
事
う
ど
ん
が
で
き

て
、
庭
の
大
釜
で
茹
で
た
う
ど
ん
を
、
試
食
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
か
ま
ど
の
火
焚
き
や
茹
で
方
は
大
人

の
プ
ロ
達
が
自
信
を
持
っ
て
や
り
ま
し
た
か
ら
、
良

い
味
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
水
車
の
仕
組
み
を
学
習
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

川
か
ら
水
を
取
り
入
れ
る
取
水
口
を
見
て
、
水
車
本

体
の
大
き
さ
や
水
の
落
ち
口
、
動
力
が
歯
車
や
石
臼

に
伝
わ
る
仕
組
み
、
さ
ら
に
独
特
の
搬
送
シ
ス
テ
ム

で
碾
か
れ
た
小
麦
が
ガ
ン
ド
で
細
か
い
粉
に
な
っ

て
落
ち
て
く
る
様
子
を
想
像
し
た
り
し
ま
し
た
。 

 

小
学
生
１
１
人
、
保
護
者
９
人
の
参
加
で
し
た
。

感
想
文
も
書
い
て
い
た
だ
き
、
午
前
の
部
が
終
わ
っ

た
と
き
、
香
川
県
に
「
大
雨
警
報
」
が
出
て
し
ま
い
、

午
後
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

見
学
者
の
数
よ
り
友
の
会
ス
タ
ッ
フ
が
多
い
ほ

ど
で
し
た
が
、
無
事
作
業
を
終
え
、
ほ
っ
と
し
て
午

後
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
反
省
会
を
お
こ
な

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
絵
の
具
が
雨
で
流
れ
な
い

か
し
ら
」
と
心
配
そ
う
。 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

☆
昔
の
人
の
知
恵
や
か
し
こ

さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。 

☆
水
車
場
の
仕
組
み
が
す
ご

い
と
思
っ
た
。
製
粉
機
が
動

か
な
い
の
は
残
念
。 

☆
古
い
文
化
財
に
触
れ
る
絶

好
の
機
会
だ
っ
た
。 

☆
水
車
が
動
く
の
を
見
た

い
。 

☆
お
世
話
の
方
が
皆
親
切
だ

っ
た
。 

【
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
よ
り
】 
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資料館専門職員の田井さんが、水車について説明。 佐藤さんが米と麦について説明。

「小麦の穂はどれかな？」 

「粉にさわってごらん」 塩水を加えて

小麦粉をゆっくりこねます。 

そ
ぼ
ろ
状
に
錬
っ
た
う
ど
ん
粉
を
鉄
の
ロ
ー
ラ

ー
の
間
を
数
回
通
し
ま
す
。
麺
が
だ
ん
だ
ん
し
っ

と
り
し
て
き
ま
す
。 

「取水口から暗渠を通って水車まで水が流れ

てきます」 足元では莚が大活躍しました。 
「ここが取水口です」 
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「水車の動きが歯車や石臼に伝わる所です。

万力（まんりき）といいます」 

「石臼で碾かれた粗い粉が、この下を木製のコ

ンベアーのようなもので送られていきます」 

ガンド（行灯篩）の前で熱心にノートを取る

小学生達。 

手作りのかまどで火を焚いて、大鍋でうどん

を茹でます。 手慣れたおとなたちです。 

うどんを試食。「おいしい！」 

上右：紙芝居を見せる川崎

さん 

上左：床を修理した部屋で

ミーティング。 

左：莚を洗って干す。重か

った。 
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水
路
（
暗
渠
）
の
掃
除
は
煙
突
掃
除
方
式
で 

９
月
２
７
日
（
土
） 

 
水
車
本
体
の
修
理
の
前
に
、
下
流
の
水
路
の
浚
渫

を
と
、
前
回
の
旧
古
川
浚
渫
に
続
い
て
、
暗
渠
の
泥

土
を
掃
除
し
ま
し
た
。
丸
太
に
釘
な
ど
で
突
起
を
付

け
約
３
０
メ
ー
ト
ル
の
水
路
を
行
っ
た
り
来
た
り
、

地
上
で
は
ロ
ー
プ
を
引
い
て
西
へ
東
へ
と
、
お
も
し

ろ
い
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
取
水
口
の
水
門

を
開
け
、
流
し
た
水
は
轟
音
を
立
て
て
水
車
の
下
へ

落
ち
て
行
き
ま
し
た
。
水
と
と
も
に
暗
渠
の
泥
土
も

下
流
へ
と
流
れ
ま
し
た
。 

 

  

 

泥水とともに丸太が出てきた。 

ロープを東へ引くと丸太は西へ。 滑車を付けてロープが縒れないように見張る。 

丸太が出てきた。水量も調節しながら作業。 音を立てて水車の下へ水が落ちていく。 



第３号              高原水車友の会通信          平成 26年 10月 15日 

 

5 

■
水
車
復
元
に
向
け
て 

 
「
早
く
水
車
が
回
る
と
こ
ろ
を
見
た
い
」
と
気
持

ち
は
は
や
り
ま
す
が
、
材
料
を
調
え
、
伝
統
工
法
で

構
築
す
る
に
は
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

 

８
月
２
日
（
土
）
に
久
留
米
市
か
ら
池
森
寛
先
生

と
野
瀬
秀
拓
水
車
大
工
棟
梁
が
見
え
、
水
車
の
計
測

を
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
野
瀬
棟
梁
は
図
面
を
作
製
中

で
す
。
ま
だ
長
い
道
の
り
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

  
 

 

    

■
製
麺
機
木
製
土
台
レ
プ
リ
カ
作
製 
 

 

こ
れ
ま
で
う
ど
ん
作
り
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た

製
麺
機
で
す
が
、
木
製
土
台
は
腐
食
が
進
み
、
古
い

も
の
を
保
存
し
な
が
ら
、
同
等
の
材
料
（
松
）
で
土

台
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
（
９
月
２
９
日
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

                           

今
後
の
課
題
（
８
月
３
０
日
の
話
し
合
い
よ
り
） 

 

水
車
の
復
元
新
造
に
取
り
か
か
る 

製
麺
機
木
製
土
台
の
レ
プ
リ
カ
作
製
（
進
行
中
） 

水
路
掃
除
（
→
暗
渠
浚
渫
は
現
在
進
行
中
） 

水
車
小
屋
の
建
物
調
査
と
危
険
箇
所
補
強 

鉄
製
機
械
部
分
（
プ
ー
リ
ー
周
辺
）
の
調
査 

建
物
の
修
繕
・
活
用
を
考
え
る 

外
ト
イ
レ
の
設
置 

納
屋
の
棚
設
置
な
ど
改
造
計
画
作
成
（
進
行
中
） 

大
型
農
機
具
の
置
き
場
所
検
討 

展
示
方
法
を
考
え
る 

モ
ニ
タ
ー
で
映
像
を
写
す 

水
車
ユ
ニ
ッ
ト
そ
の
他
の
収
蔵
と
展
示 

古
文
書
な
ど
の
収
蔵
と
展
示 

手
回
し
石
臼
（
→
森
野
さ
ん
か
ら
寄
贈
あ
り
） 

水
車
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
（
わ
か
り
や
す
く
） 

次
回
水
車
講
座
の
計
画
（
小
麦
粉
の
こ
と
・
臼
の
こ
と
） 

他
地
域
の
水
車
見
学
（
徳
島 

土
成
の
水
車
予
定
） 

ゴ
ミ
除
け
作
り
（
モ
ロ
ダ
・
網
） 

か
ま
ど
用
の
薪
作
り 

製
麺
機
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
シ
ー
ト
用
意 

製
麺
機
用
オ
イ
ル
購
入 

消
毒
液
（
手
の
消
毒
）
常
備 

古
い
モ
ロ
ダ
の
ゴ
ミ
よ
け
・
蓋
の
保
管 

樹
木
な
ど
の
伐
採
整
備 

水
車
場
と
周
辺
敷
地
全
体
の
将
来
像
を
考
え
る 

 
 

 
 

池森先生と野瀬棟梁、地元香川の若い大工さん 
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髙
原
水
車
友
の
会
活
動
日
誌
及
び
予
定 

【
２
０
１
４
年
】
前
半
は
会
報
第
２
号
に 

８
月
２
日 

池
森
・
野
瀬
両
氏
水
車
計
測 

３
日 

親
子
体
験
学
習
「
讃
岐
の
水
車
小
屋
を

訪
ね
る
」
瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
と
共
催 

８
月
３０
日 

水
車
場
公
開 

見
学
者
あ
り 

 
 
 
 
 

 

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い 

９
月
27
日 

水
車
場
公
開 

 
 
 
 
 
 

水
車
下
流
暗
渠
浚
渫
作
業 

 
 

29
日  

製
麺
機
土
台
レ
プ
リ
カ
作
製
へ 

10
月
５
日 

納
屋
の
棚
設
置
な
ど
改
造
提
案
と 

寸
法
取
り
実
施 

８
日 

納
屋
西
側
竹
藪
伐
採
始
め
る 

25
日 

水
車
場
公
開 

暗
渠
浚
渫
作
業 

11
月
29
日 

水
車
見
学
（
バ
ス
旅
行
） 

徳
島
県
阿
波
市
土
成
町 

「
道
の
駅
ど
な
り
」
の
水
車 

 

１２
月 

 
 

月
末
活
動
は
お
休
み 

新
春 

 
 

１
月
３０
日
３１
日
よ
り
開
始 

建
物
危
険
箇
所
調
査
、
水
車
復
元
準
備
な
ど 

３
月
に
は
総
会
・
水
車
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

＊
毎
月
末
（
金
）（
土
）
は
活
動
日
。 

（
土
）
は
水
車
場
公
開
日 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

髙
原
水
車
友
の
会 

連
絡
先 

０
８
７
７
（
３
３
）
４
６
０
１ 

堀
家 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

行
き
先 

徳
島
県
阿
波
市
土
成
町 

 
 
 
 
 
 
 

「
道
の
駅
ど
な
り
」
の
水
車 

 

 
 
 
 
 
 
 

〈
水
車
粉
屋
〉
水
輪
直
径
４
メ
ー
ト
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木
製
歯
車
と
石
臼 

 
 

日
時 

 

十
一
月
二
十
九
日
（
土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時 

六
条
町
髙
原
水
車
集
合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
（
二
十
人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
家
用
車 

 
 
 
 
 
 

午
後
４
時
頃 

帰
宅 

 
 

 

現
地
案
内 

鈴
田
様
（
元
役
場
職
員
） 

昼
食 

現
地
で
。 

「
た
ら
い
う
ど
ん
」
も
あ
り
ま
す
。 

費
用 

１
０
０
０
円 

 

＊
讃
岐
路
の
最
後
の
紅
葉
も
楽
し
め
ま
す
。 

 

お
申
し
込
み 

 
 
 

ご
希
望
の
方
は
十
一
月
十
五
日
ま
で
に 

 
 
 
 

堀
家 

０
８
７
７
（
３
３
）
４
６
０
１ 

 
 
 
 

ま
た
は
平
田 

e
m

h
ira

ta
@

n
ifty.co

m
 

  

今
後
、
見
学
さ
れ
た
い
場
所
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

下
さ
い 

ご案内 

mailto:emhirata@nifty.com

